
【口絵 1 】水月観音菩薩図　乾徳六年（968）　フリーア美術館所蔵
ⒸNational Museum of Asian Art, Smithsonian Institution, 
Freer Collection, Purchase-Charles Lang Freer, F1930.36

【口絵 2 】�六臂観音菩薩図　開宝八年（975）　ボストン美術館所蔵  
PhotographⒸ3/31/2024 Museum of Fine Arts, Boston
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【口絵 3 】�十二面観音菩薩図　雍熙二年（985）　ハーバード大学美術館所蔵
Photograph ⓒPresident and Fellows of Harvard College
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文
〉米

国
所
蔵
絹
本
著
色
敦
煌
画
三
題
の
位
置
づ
け

田
　
林
　
　
　
啓

坂
　
尻
　
彰
　
宏

は
じ
め
に

世
界
最
大
の
石
窟
寺
院
を
開
鑿
し
得
た
持
続
的
仏
教
都
市
・
敦
煌
を
支
え
た

造
像
作
画
シ
ス
テ
ム
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

一
九
〇
〇
年
に
敦
煌
莫
高
窟
よ
り
、
大
量
の
古
文
書
と
共
に
発
見
さ
れ
た
絵

画
類
は
、
現
在
、
中
国
の
ほ
か
、
英
国
、
仏
国
、
露
国
、
印
度
、
韓
国
、
日
本
、

そ
し
て
米
国
に
散
在
し
て
い
る
。
中
国
外
に
流
出
し
た
資
料
の
う
ち
、
周
知
の

通
り
、
英
国
、
仏
国
の
資
料
は
、
敦
煌
画
研
究
の
根
幹
を
為
し
、
ま
た
露
国
、

印
度
所
在
の
作
品
も
大
型
図
録
の
出
版
に
よ
っ
て
、
国
際
的
な
美
術
史
研
究
の

舞
台
に
の
っ
て
い
る
と
言
え
る（

（
（

。
一
方
、
こ
れ
ら
探
検
隊
に
齎
ら
さ
れ
、
一
機

関
に
収
蔵
さ
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
異
な
り
、
一
～
数
点
の
作
品
が
各
美
術
館

に
蔵
さ
れ
る
日
本
や
米
国
の
作
品
に
関
し
て
は
、
整
理
の
必
要
性
の
欠
如
も
起

因
し
て
、
敦
煌
画
史
の
中
で
の
位
置
づ
け
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
所

蔵
館
等
の
図
録
で
紹
介
さ
れ
る（

（
（

他
、
前
者
は
奈
良
国
立
博
物
館
『
東
ア
ジ
ア

の
仏
た
ち
』
展
で
ま
と
め
て
公
開
さ
れ（

（
（

、
後
者
で
は
、
一
括
し
た
成
果
と
し
て
、

中
国
の
歴
史
学
者
に
よ
る
紹
介
や（

（
（

、
自
然
科
学
的
分
析
に
よ
る
顔
料
や
基
底
材

の
研
究（

（
（

が
為
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
両
国
の
資
料
を
、
初
述
の

課
題
解
明
の
た
め
に
、
よ
り
有
効
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
、
紀
年

銘
を
有
す
る
作
品
を
取
り
上
げ
て
、
発
注
者
の
身
分
、
作
品
の
質
（
作
行
き
、

材
質
）
の
相
対
的
関
係
を
把
握
す
る
こ
と
に
あ
る
。
日
本
所
在
の
作
品
に
関
す

る
当
該
研
究
は
、
目
下
進
行
中
で
あ
る（

（
（

が
、
二
〇
二
三
年
三
月
に
米
国
所
在
作

品
を
精
査
す
る
機
会
を
得
ら
れ
た（

（
（

た
め
、
そ
の
知
見
の
詳
細
を
報
告
す
る
と
共

に
、
敦
煌
作
画
シ
ス
テ
ム
解
明
に
寄
与
す
べ
く
、
敦
煌
画
中
で
の
相
対
的
位
置

づ
け
を
示
す
。

今
回
調
査
し
得
た
米
国
作
品
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館

（N
ational M

useum
 of A

sian A
rt

）
所
蔵
の
絹
本
著
色
「
水
月
観
音
菩
薩

図
」【
口
絵
1
、F1930.36

、
乾
徳
六
年
（
九
六
八
）】、
同
「
被
帽
地
蔵
菩

薩
図
」（F1935.11

）、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
所
蔵
の
版
画
「
騎
獅
文
殊

菩
薩
像
」（CP4

）、
同
「
観
音
菩
薩
立
像
」（CP5

、
曹
元
忠
開
版
、
開
運
四

年
〈
九
四
七
〉）、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
絹
本
著
色
「
六
臂
観
音
菩
薩
図
」

【
口
絵
2
、27.570
、
開
宝
八
年
（
九
七
五
）】、
麻
本
著
色
「
菩
薩
立
像
幡
」

（31.405

）、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
（H

arvard A
rt M

useum
s/A

rthur 
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M
. Sackler M

useum

）
所
蔵
の
絹
本
著
色
「
十
二
面
観
音
菩
薩
図
」【
口
絵

3
、1943.57.14

、
雍
熙
二
年
（
九
八
五
）】、
絹
本
著
色
「
持
幡
観
音
菩
薩
立

像
幡
」（1925.12

）、
麻
本
著
色
「
弥
勒
浄
土
図
幡
」（1943.54.1

、
天
福
十

年
〈
九
四
五
〉）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
以
下
で
は
、
紀
年
銘
を
有
す
フ
リ
ー

ア
蔵
水
月
観
音
図
、
ボ
ス
ト
ン
蔵
六
臂
観
音
図
、
ハ
ー
バ
ー
ド
蔵
十
二
面
観
音

図
に
対
し
て
考
察
を
加
え
て
い
く
。

1
、
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
「
水
月
観
音
菩
薩
図
」【
口
絵
1
】

本
作
に
関
し
て
は
、
坂
尻
・
田
林
（
二
〇
二
四
）
で（

（
（

も
考
察
す
る
。
本
節
の

伝
来
、
銘
文
・
供
養
者
の
項
は
当
該
稿
の
概
略
で
あ
る
た
め
、
そ
ち
ら
を
併
せ

て
参
照
さ
れ
た
い
。

・
伝
来

本
作
は
、
一
九
〇
四
年
に
敦
煌
県
令
の
汪
宗
瀚
か
ら
甘
粛
学
政
の
葉
昌
熾
に

寄
贈
さ
れ
、
そ
の
後
、
呉
興
（
湖
州
）
の
蒋
汝
藻
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
山
中
商

会
の
順
に
渡
り
、
一
九
三
〇
年
に
フ
リ
ー
ア
美
術
館
に
よ
っ
て
購
入
さ
れ
、
今

に
至
る
。

・
作
品
の
概
要
と
特
徴

本
作
品
は
、
縦
一
〇
七
・
一
㎝
、
橫
五
九
・
一
㎝ 

の
絹
本
著
色
画
で
あ
る
。

全
体
に
彩
色
が
淡
く
、
尊
像
に
お
け
る
暈
取
り
が
強
く
な
い
た
め
、
す
っ
き
り

と
し
た
印
象
を
与
え
る
。
最
大
の
特
徴
は
、
水
月
観
音
像
が
、
正
面
向
き
で
、

か
つ
半
跏
坐
で
は
な
く
、
結
跏
趺
坐
す
る
こ
と
で
あ
る
。

尊
格
を
描
く
画
面
上
部
は
、
大
光
背
を
負
い
、
楊
柳
を
手
に
す
る
水
月
観
音

像
を
中
心
と
し
て
お
り
、
そ
の
両
脇
に
供
養
菩
薩
二
体
を
配
し
、
画
面
下
部
は

北
宋
・
乾
徳
六
年
（
九
六
八
）
の
発
願
文
と
男
性
供
養
者
像
一
体
、
女
性
供
養

者
像
三
体
を
表
す
。
上
部
の
尊
像
枠
の
四
方
に
は
、
一
つ
ず
つ
短
冊
形
が
あ
り
、

上
の
左
右
の
大
き
な
そ
れ
は
、
各
々
黃
色
地
と
赤
褐
色
地
に
塗
り
分
け
、
前
者

は
中
尊
の
尊
名
「
南
无
大
悲
救
水
月
観
音
菩
薩
」
を
記
し
、
後
者
に
は
文
字
が

記
さ
れ
た
痕
跡
が
な
い
。
こ
の
箇
所
に
お
い
て
傍
題
が
必
要
で
あ
る
の
は
、
水

月
観
音
の
み
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
赤
褐
色
地
の
短
冊
形
が
、
な
ぜ

附
さ
れ
た
の
か
は
不
可
思
議
で
あ
る
。
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
ギ
メ
美
術

館
所
蔵
「
弥
勒
如
来
図
」（EO

.1135

、
天
福
五
年
〈
九
四
〇
〉）
が
西
方
浄
土

を
意
図
し
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と（

（
（

や
、
白
鶴
美
術
館
所
蔵
「
薬
師
如
来
図
」
が

釈
迦
と
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
さ
れ
て
い
る（

（1
（

こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本

画
の
中
尊
に
も
尊
格
の
併
有
が
当
初
計
画
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、

下
の
短
冊
形
は
、
や
や
小
さ
く
、
供
養
菩
薩
に
伴
う
も
の
で
、
上
の
二
つ
と
配

色
を
反
対
に
し
、
向
か
っ
て
左
を
赤
褐
色
地
、
同
右
を
黄
色
地
と
し
て
、
バ
ラ

ン
ス
を
図
る
。
い
ず
れ
も「
持
花
供
養
菩
薩
」と
書
す
。
水
月
観
音
の
頭
上
で
は
、

七
弁
の
円
花
お
よ
び
そ
の
左
右
の
十
三
弁
蓮
華
を
描
き
、
そ
れ
ぞ
れ
を
囲
む
葉

か
ら
瓔
珞
形
の
装
飾
を
垂
下
さ
せ
る
。
中
尊
の
水
月
観
音
【
図
1
】
は
、
据
香

爐
と
二
水
瓶
を
置
く
壇
を
前
に
し
て
、
蓮
華
座
に
結
跏
趺
坐
す
る
。
下
端
に
雲

気
を
伴
う
大
円
光
を
負
い
、
そ
の
内
側
に
更
に
火
炎
光
背
、
二
重
の
身
光
と
三

重
の
頭
光
を
具
す
。
赤
系
の
裙
と
瓔
珞
、
瓔
珞
と
接
続
す
る
胸
飾
、
宝
石
を
連

ね
た
よ
う
な
頸
飾
、
臂
釧
、
腕
釧
、
条
帛
、
耳
環
、
化
仏
を
附
す
宝
冠
を
身
に

着
け
、
屈
臂
し
た
右
手
を
上
げ
て
、
そ
の
第
一
指
と
第
二
指
で
楊
柳
を
つ
ま
み
、

下
垂
し
た
左
手
の
第
三
指
と
第
四
指
で
宝
瓶
の
頸
部
を
挾
み
持
つ
。
条
帛
と
裙

に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
三
弁
の
花
文
と
松
葉
文
の
よ
う
な
植
物
文
を
散
ら
す
。
ま
た

裙
の
彩
色
に
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
立
体
感
が
つ
け
ら
れ
、
同
様
の
手
法

は
光
背
の
一
つ
一
つ
に
も
認
め
ら
れ
る
。
面
貌
は
、
肩
幅
と
ほ
ぼ
同
等
の
幅
が
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あ
り
、
左
右
に
広
が
る
切
れ
長
の
目
、
長
い
鼻
梁
、
下
部
に
寄
る
口
、
肉
厚
の

頬
と
顎
を
特
徴
と
す
る
。
身
体
は
、
胸
の
張
り
と
腰
の
括
れ
を
強
調
す
る
。
中

尊
の
足
下
で
片
膝
を
つ
い
て
跪
坐
す
る
持
花
供
養
菩
薩
像
は
、
華
籠
を
持
し
て
、

中
尊
に
向
か
っ
て
散
華
す
る
様
子
を
示
す
。
中
尊
同
様
に
ふ
っ
く
ら
と
豊
か
な

頬
と
顎
、
下
方
に
寄
る
口
、
切
れ
長
の
目
が
特
徴
的
で
、
側
面
形
で
あ
る
た
め
、

鼻
先
の
突
出
も
強
調
さ
れ
る
。

一
方
、
供
養
者
像
【
図
2
】
は
、
発
願
文
に
向
か
っ
て
左
側
に
二
体
の
女

性
坐
像
、
向
か
っ
て
右
側
に
女
児
立
像
と
男
性
跪
坐
像
一
体
を
各
々
褥
上
に

配
す
。
い
ず
れ
に
も
題

記
が
附
く
。
題
記
、
発

願
文
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
が
、
女
性
坐
像
の

う
ち
、
発
願
文
寄
り
の

や
や
大
き
な
像
が
母
の

像
で
あ
り
、
そ
の
後
ろ

が
「
小
娘
子
陰
氏
」
像

で
あ
る
。「
女
小
娘
…
」

の
女
児
像
も
含
め
て
、

女
性
像
は
い
ず
れ
も
鳳

凰
冠
を
戴
き
、
二
本
の

宝
石
を
連
ね
る
頸
飾
と

そ
の
下
の
ス
カ
ー
フ
状

の
頸
飾
、
更
に
垂
飾
を

伴
う
宝
石
状
の
胸
飾
を

着
け
、
そ
の
身
分
の
高

さ
を
示
す
。
鳳
凰
冠
は
、

曹
元
忠
開
鑿
の
第
六
一

窟
の
曹
議
金
の
娘
（
于

闐
王
后
）
像
や
ギ
メ
美

術
館
所
蔵
「
被
帽
地
藏

菩
薩
十
王
図
」【
図
3
、

【図 1】�水月観音菩薩像　水月観音菩薩図部分　乾徳六年（968）　フリーア美術館所蔵　ⒸNational Museum 
of Asian Art, Smithsonian Institution, Freer Collection, Purchase-CharlesLang Freer, F1930.36

【図 2】供養者像・発願文　水月観音菩薩図部分　乾徳六年（968）　フリーア美術館所蔵　ⒸNational Museum of Asian Art, 
Smithsonian Institution, Freer Collection, Purchase-CharlesLang Freer, F1930.36
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M
G.17662

、
太
平
興
国
八
年
（
九
八
三
）】
に
描
か
れ
る
曹
議
金
の
末
裔
で

あ
る
張
氏
像
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
王
族
の
女
性
の
装
飾
と
し
て
用
い
ら
れ

る
。
身
に
纏
う
披
巾
、
上
衣
、
内
衣
、
裙
に
も
文
様
が
挿
さ
れ
、
上
衣
や
裙
に

金
泥
で
鳳
凰
や
三
弁
花
文
等
が
入
れ
ら
れ
る
。
披
巾
や
内
衣
は
淡
い
彩
色
を
用

い
て
絞
り
染
め
風
に
表
現
し
、
あ
る
い
は
飛
禽
を
描
く
。
側
面
形
の
顔
は
、
上

記
の
供
養
菩
薩
と
同
様
の
特
色
を
持
つ
が
、
よ
り
詳
細
に
描
き
込
み
、
上
下
瞼

の
盛
り
上
が
り
や
鼻
翼
も
表
現
し
、
更
に
目
の
大
き
さ
や
角
度
、
鼻
先
の
突
出

具
合
に
よ
っ
て
各
人
の
描
き
分
け
も
意
識
さ
れ
て
い
る
。
額
の
中
央
に
花
鈿
を

付
け
、
頬
に
薄
紅
を
挿
し
て
お
り
、
こ
こ
に
も
貴
人
の
装
飾
性
が
再
現
さ
れ
て

い
る
。
最
後
に
、
当
時
の
敦
煌
の
統
治
者
で
あ
る
曹
氏
の
姓
を
附
す
男
性
像
で

あ
る
が
、
幞
頭
を
戴
き
、
赤
褐
色
の
腰
帯
を
巻
い
て
黒
袍
を
纏
い
、
柄
香
爐
を

両
手
で
持
し
て
跪
坐
す
る
。
幞
頭
は
、
脚
の
先
端
が
ピ
ン
と
張
っ
て
上
を
向
き
、

ま
た
袍
の
袖
と
襟
後
部
か
ら
は
、
女
性
像
と
同
様
の
絞
り
染
め
風
に
彩
ら
れ
た

内
衣
を
覗
か
せ
る
。
全
体
に
赤
み
が
か
っ
た
肌
色
を
呈
す
る
顔
貌
は
、
や
は
り

太
い
眉
や
先
端
を
細
く
す
る
口
髭
、
や
や
突
き
出
す
脣
に
個
性
が
現
れ
、
ま
た

頭
髮
の
一
本
一
本
が
描
線
で
丁
寧
に
表
さ
れ
る
。

全
体
を
通
し
て
、
彩
色
は
淡
い
が
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
效
果
的
に
施
さ
れ
、

ま
た
供
養
人
像
の
彩
色
は
、
尊
像
に
比
し
て
、
入
念
に
為
さ
れ
、
各
服
飾
の
塗

り
分
け
も
行
わ
れ
る
。
女
性
上
衣
の
文
様
、
そ
し
て
供
養
者
そ
れ
ぞ
れ
の
面
貌

の
描
き
分
け
が
認
め
ら
れ
、
各
人
の
個
性
が
表
出
さ
れ
て
い
る
。
描
線
に
関
し

て
は
、
尊
像
の
肉
身
の
描
き
起
こ
し
線
や
供
養
者
像
の
顔
の
そ
れ
は
、
形
態
に

則
し
て
比
較
的
丁
寧
で
張
り
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
描
線
は
、
搖

れ
動
き
、
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
を
思
わ
せ
る
様
子
を
示
す
。
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
風
の
描

写
の
最
た
る
も
の
は
、
中
尊
の
耳
環
や
腕
釧
な
ど
の
装
飾
の
輪
郭
線
で
あ
り
、

描
写
水
準
の
差
異
は
、
女
性
供
養
者
の
指
の
数
す
ら
も
明
確
に
示
さ
な
い
手
の

表
現
に
も
認
め
ら
れ
る
。

基
底
材
の
絹
【
図
4
】
は
、
中
尊
に
向
か
っ
て
左
端
の
箇
所
（
大
円
光
横
の

彩
色
の
な
い
部
分
）
に
お
い
て
、
一
㎝
四
方
あ
た
り
、
経
糸
五
一
本
、
緯
糸
二

二
～
三
〇
越
で
あ
り
、
庶
民
発
注
の
白
鶴
美
術
館
薬
師
如
来
図
の
そ
れ
（
画
面

下
部
の
整
っ
た
箇
所
で
経
糸
五
四
本
、
緯
糸
二
八
越（

（1
（

）
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
。

た
だ
し
、
白
鶴
本
等
の
敦
煌
画

を
含
む
仏
画
に
一
般
的
な
画
絹
、

す
な
わ
ち
、
一
筬
目
に
二
本
の

経
糸
を
通
す
諸
経（

（1
（

と
様
子
が
異

な
り
、
経
糸
が
均
等
に
一
本
ず

つ
通
さ
れ
る
平
織
に
近
い
も
の

と
見
受
け
ら
れ
る
。

以
上
の
水
月
観
音
図
は
、
顔

【図 3 】�被帽地蔵菩薩十王図　太平興国八年（983）　ギメ東
洋美術館所蔵

【図 4 】�画絹　水月観音菩薩図部分　乾徳
六年（968）フリーア美術館所蔵
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貌
表
現
に
お
け
る
堂
々
た
る
ふ
く
よ
か
さ
、
側
面
形
で
の
鼻
先
の
丸
み
、
男
性

供
養
者
像
の
脚
の
張
る
幞
頭
な
ど
、
至
る
所
に
紀
年
銘
に
ふ
さ
わ
し
い
十
世
紀

後
半
・
北
宋
代
の
特
徴
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
中
尊
の
光
背
の
構
成
に
お
い
て

も
、
四
川
博
物
院
所
蔵
「
水
月
観
音
菩
薩
図
」【
図
5
、
建
隆
二
年
（
九
六
一
）】

や
前
述
ギ
メ
美
術
館
「
被
帽
地
蔵
菩
薩
十
王
図
」【
図
3
、M

G. 17662

、
太

平
興
國
八
年（
九
八
三
）】の
中
尊
、
同
館
所
蔵「
千
手
千
眼
観
音
菩
薩
図
」【
図

6
、M

G. 17659

、
太
平
興
国
六
年 （
九
八
一
）】
の
被
帽
地
蔵
像
と
近
似
す
る
。

最
も
注
目
す
べ
き
は
、
中
尊
の
図
様
で
あ
る
。
一
般
に
水
月
観
音
と
言
え

ば
、
ギ
メ
美
術
館
の
紙
本
画
【
図
7
、EO

. 1136

】
に
代
表
さ
れ
る
図
様
、
す

な
わ
ち
側
面
形
で
、
竹
等
の
植
物
を
伴
い
、
岩
座
に
ゆ
っ
た
り
と
片
脚
を
踏
み

下
ろ
し
て
坐
す
姿
を
思
い
起
こ
す
。
し
か
し
、
本
画
で
は
、
正
面
形
で
、
結
跏

趺
坐
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ト
ー
マ
ス
・
ロ
ー
ト
ン
も
早
い
段
階
で
着
目

す
る
が
、
正
面
形
を
時
期
の
遅
れ
る
タ
イ
プ
と
捉
え
て
い
る（

（1
（

。
確
か
に
、
ギ
メ

紙
本
画
や
大
英
博
物
館
所
蔵
紙
本
画（Ch. i. 009

）、（
（1
（

そ
し
て
ギ
メ
美
術
館「
千

手
千
眼
観
音
菩
薩
図
」【
図
8
、M

G. 17775

、
天
福
八
年
（
九
四
三
）】
の
供

養
者
枠
に
登
場
す
る
同
像
な
ど
の
十
世
紀
前
半
ま
で
の
作
品
は
側
面
形
の
半
跏

坐
で
あ
り
、
そ
の
後
、
正
面
形
の
半
跏
坐
の
作
品
の
出
現
は
前
掲
四
川
博
本

【
図
5
、
建
隆
二
年
（
九
六
一
）】
の
十
世
紀
後
半
と
遅
れ
る
。
四
川
博
本
で
は
、

【図 5 】�水月観音菩薩図　建隆二年（961）　四川
博物院所蔵

【図 7 】�水月観音菩薩像　ギメ東洋美術館所蔵

【図 6 】�千手千眼観音菩薩像　太平興国六年（981）　ギ
メ東洋美術館所蔵
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竹
や
岩
も
失
い
、
周
囲
に
諸
難
救
済
の
場
面
を
描
き
、
聖
観
音
や
十
一
面
観
音

と
変
わ
ら
な
い
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
フ
リ
ー
ア
本
は
、
更
に
片
脚
を
踏
み
下

げ
る
こ
と
も
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
図
様
は
、
む
し
ろ
大
英
博
物
館
所
蔵
の
紙
本

画
【
図
9
】
に
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
十
世
紀
に
敦
煌
で
広
く
使
用
さ
れ
、
各
種

の
図
像
に
転
用
さ
れ
た
菩
薩
坐
像
の
そ
れ
を
基
本
と
し
て
い
る（

（1
（

。
清
水
眞
澄
は

こ
の
坐
法
の
変
化
に
つ
い
て
、
岩
座
で
な
く
蓮
台
に
坐
す
こ
と
と
合
わ
せ
て
、

『
華
厳
経
』
型
の
水
月
観
音
か
ら
『
法
華
経
』
型
の
同
図
像
へ
の
転
換
を
看
取

す
る（

（1
（

。
一
方
、
松
本
榮
一
は
、
敦
煌
の
作
例
か
ら
、
唐
代
の
周
昉
に
始
ま
る
水

月
観
音
図
像
は
、「
西
方
芸
術
を
手
本
と
し
、
そ
れ
か
ら
次
第
に
支
那
化
さ
れ

て
来
た
」
と
捉
え
る
が
、
具
体
的
に
、
ギ
メ
紙
本
画
に
み
ら
れ
る
暈
取
り
や
丈

高
い
宝
冠
、
自
由
な
気
に
富
む
姿
態
な
ど
に
イ
ン
ド
・
西
域
的
要
素
を
読
み
と

り
、
そ
れ
ら
が
抜
け
落
ち
て
中
国
化
し
た
も
の
が
大
英
紙
本
画
や
ギ
メ
天
福
八

年
像
と
み
る（

（1
（

。
こ
の
流
れ
を
延
長
し
て
い
く
と
、
四
川
博
本
を
経
て
、
当
図
像

が
地
方
化
し
た
結
果
が
フ
リ
ー
ア
本
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

は
、
敦
煌
画
一
般
に
地
な
ら
し
さ
れ
、
画
工
集
団
の
描
画
体
制
に
水
月
観
音
が

組
み
込
ま
れ
た
結
果
を
示
す
と
言
え
よ
う
。
例
え
ば
、
天
福
八
年
像
と
共
に
表

さ
れ
る
発
願
文
に
「
是
以
修
諸
故
事
創
此
新
図
（
こ
こ
に
、
諸
々
の
故
事
を
修

め
て
新
た
な
図
を
創
る
）」
と
の
文
言
が
見
え
る
が
、
こ
れ
を
水
月
観
音
を
含

む
千
手
観
音
図
全
体
と
考
え
る
と
、
こ
の
時
点
で
の
当
図
像
の
新
様
性
が
窺
え
、

や
が
て
『
法
華
経
』
と
の
融
合
を
経
て
、
二
五
年
後
の
本
画
に
お
い
て
、
地
方

化
を
果
た
し
た
と
見
て
も
無
理
は
な
い
。
そ
し
て
、
下
記
の
よ
う
に
、
本
画
に

息
子
の
新
婦
の
安
産
と
い
う
、
極
め
て
個
人
的
か
つ
直
近
の
祈
願
が
込
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
も
、
図
像
の
地
方
化
と
軌
を
一
に
す
る
傾
向
と
言
え
よ
う（

（1
（

。

以
上
に
よ
っ
て
、
本
作
は
、
北
宋
と
い
う
時
代
性
と
、
高
低
の
相
混
じ
る
描

画
水
準
を
具
え
、
図
様
に
お
い
て
も
汎
用
性
と
個
性
の
あ
る
も
の
が
併
存
さ
せ

【図 8 】�千手千眼菩薩図　天福八年（943）　ギメ東洋美術館蔵【図 9 】�菩薩坐像　大英博物館所蔵　Photograph ⓒThe Trustees of the 
British Museum
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る
。
更
に
比
較
的
新
し
い
図
像
を
地
方
化
さ
せ
て
、
広
く
流
通
し
て
用
い
ら
れ

た
型
に
よ
っ
て
描
い
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
赤
系
の
裙
や
条
帛
な
ど
の
目
立
つ

要
所
や
、
肉
身
線
な
ど
図
像
の
重
要
な
箇
所
、
そ
し
て
、
個
性
を
生
む
供
養
者

の
顔
に
焦
点
を
当
て
て
画
力
を
注
力
す
る
こ
と
で
、
一
見
し
て
見
栄
え
の
す
る

作
品
に
仕
上
げ
て
い
る
。

・
発
願
文
・
供
養
者

【
録
文（

（1
（

】

（
1
）
小
娘
子
陰
氏
一
心
供
養

（
2
）
慈
母
娘
子
［
李
］
氏
一
心
供
養

1　

絵
観
音
菩
薩
功
徳
記

2�　

�

窃
以
、
弥
陀
上
足
号
観
音
焉
、
願
力
難
思
、
慈
悲
普
極
。
分
形
種
類
救
苦

毒
於

3　

三
途
、
現
化
多
門
拔
幽
趣
於
六
道
。
是
施
无
畏
者
、
急
難
消
除
。
有
識

4　

虔
誠
尽
絵
者
矣
。
即
有
我
娘
子
以
男
司
空
為
新
婦
小
娘
子
難
月
之

5�　

�

謂
也
。
伏
以
司
空
、
星
辰
降
瑞
、
江
海
呈
祥
、
役
紫
毫
而
八
体
宛
然
、
弯

素
月
而
六

6�　

�

鈞
有
異
。
遂
乃
発
一
心
願
、
敬
画
真
容
。
具
相
厳
成
、
丹
彩
已
就
。
伏
願

娘
子
以
司
空

7　

承
斯
縁
善
、
福
祚
寿
松
柏
之
年
。
小
娘
子
共
男
郎
君
頼
此
勝
因
、
禄
寵
等

8　

鶴
亀
之
載
。
然
後
金
枝
九
族
、
玉
葉
一
宗
、
咸
沐
良
縁
、
斉
登
覚
路
。

9　
　
　
　
　
　
　

于
時
乾
徳
六
年
歳
次
戊
辰
五
月
癸
未
朔
十
五
日
丁
酉
題
紀

（
3
）
女
小
娘
□
（
子
）
宗
花
一
心
供
養

（
4
）�

節
度
行
軍
司
馬
［
金
］
紫
光
禄
［
大
］
夫
［
檢
］
校
司
空
兼
□
□
□
□

□
□
□
曹
延
□
□
（
供
）［
養
］

【
発
願
文
の
翻
訳
】

　

観
音
菩
薩
を
描
く
功
徳
に
つ
い
て
の
記

　

窃
に
思
う
に
、
阿
弥
陀
仏
の
高
弟
は
観
音
菩
薩
で
あ
り
、
そ
の
願
力
は
計
り

知
れ
ず
、
そ
の
慈
悲
は
限
り
な
く
広
大
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
姿
に
分
身
し
て
、

三
途
に
苦
し
む
者
を
救
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
に
現
れ
て
、
六
道
に
迷
え
る
魂
を

救
う
。
こ
れ
こ
そ
畏
れ
を
取
り
除
く
者
で
あ
り
、
困
難
を
消
し
去
る
の
で
あ
る
。

（
だ
か
ら
こ
そ
）
こ
こ
ろ
あ
る
も
の
は
真
心
を
も
っ
て
み
な
（
そ
の
姿
を
）
描

く
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、（
こ
れ
こ
そ
が
）
我
ら
の
娘
子
が
息
子
の
司
空
と
と

も
に
新
婦
小
娘
子
の
臨
月
の
た
め
に
（
そ
の
姿
を
描
く
こ
と
を
）
す
る
理
由
で

あ
る
。
思
う
に
、（
そ
の
）
司
空
は
、
星
辰
が
瑞
兆
を
現
し
、
江
海
が
祥
瑞
を

呈
す
よ
う
に
（
才
気
と
徳
望
に
恵
ま
れ
て
お
り
）、
紫
毫
（
の
筆
）
を
取
れ
ば
、

八
体
を
宛
然
と
（
書
き
あ
ら
わ
）
し
、
光
り
輝
く
月
を
湾
曲
さ
せ
る
よ
う
に
強

弓
（
を
引
く
こ
と
）
に
飛
び
抜
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、（
こ
の
よ
う
に
す
ば
ら

し
い
司
空
の
た
め
に
も
）
ひ
た
す
ら
願
い
を
込
め
て
、
観
音
菩
薩
の
真
容
を

敬
っ
て
描
く
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
姿
は
厳
粛
で
あ
り
、
丹
彩
に
よ
っ

て
描
き
上
げ
ら
れ
た
。
娘
子
が
息
子
の
司
空
と
良
き
縁
に
よ
っ
て
、
幸
福
に
寿

命
が
松
柏
の
よ
う
に
長
く
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
小
娘
子
（
お
嬢
さ
ま
）
と
息
子

の
若
さ
ま
が
こ
の
す
ぐ
れ
た
因
縁
に
よ
っ
て
、
報
酬
と
恩
寵
を
得
て
鶴
亀
と
等

し
く
長
生
き
し
ま
す
よ
う
に
。
そ
れ
か
ら
、（
こ
の
）
尊
い
一
族
が
み
な
良
縁

に
恵
ま
れ
、
み
な
悟
り
の
道
を
歩
め
ま
す
よ
う
に
。

（
北
宋
）
乾
徳
六
年
（
九
六
八
）
歳
次
戊
辰
五
月
癸
未
朔
十
五
日
丁
酉
に
記
し
た
。
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に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
購
入
さ
れ
た（
（2
（

。

・
作
品
の
概
要
と
特
徴

縦
八
八
・
八
㎝
、
横
五
八
・
五
㎝
で（

（2
（

、
や
や
小
さ
め
の
掛
幅
で
あ
る
本
画

は
、
霊
修
寺
の
尼
僧
・
戒
浄
を
施
主
と
し
て
、
開
宝
八
年
（
九
七
五
）
に
制
作

さ
れ
た
。
敦
煌
に
作
例
の
多
い
六
臂
観
音
を
中
心
と
し
、
そ
の
周
囲
に
諸
難
救

済
、
善
童
子
と
悪
童
子
、
そ
し
て
区
分
帯
を
挟
ん
で
下
方
に
供
養
者
像
二
体
な

ら
び
に
そ
の
侍
者
を
各
々
描
く
。
像
は
い
ず
れ
も
身
体
が
二
等
辺
三
角
形
の
シ

ル
エ
ッ
ト
を
有
し
、
下
半
身
に
重
心
が
あ
る
。
図
様
と
様
式
共
に
、
一
般
的
な

敦
煌
画
の
枠
組
み
内
に
収
ま
る
作
品
で
あ
る
が
、
最
大
の
特
徴
は
、
基
底
材
に

あ
り
、
綾
絹
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
概
ね
、
保
存
状
態
は
良
好
で

あ
る
が
、
中
尊
周
囲
の
頭
上
飾
り
の
植
物
や
自
然
景
、
蓮
池
や
壇
に
お
い
て
絹

の
剥
落
が
目
立
ち
、
緑
青
焼
け
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

中
尊
の
観
音
は
、
二
水
瓶
と
据
香
炉
を
置
く
壇
を
前
に
、
緑
の
太
い
腰
帯
を

伴
う
裙
を
穿
い
て
、
蓮
台
上
に
左
脚
を
踏
み
下
ろ
し
て
、
半
跏
坐
す
る
。
頭
上

の
植
物
や
瓔
珞
垂
飾
、
あ
る
い
は
光
背
は
、
フ
リ
ー
ア
水
月
観
音
と
類
似
の
構

成
か
ら
成
っ
て
お
り
、
光
背
の
外
周
部
下
端
に
は
や
は
り
雲
気
表
現
が
あ
る
。

下
方
に
、
方
形
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
蓮
池
が
見
ら
れ
、
あ
た
か

も
そ
こ
か
ら
湧
出
し
た
様
子
を
示
す
。
顔
貌
は
、
下
膨
れ
の
輪
郭
に
、
左
右
に

広
が
る
目
と
尾
翼
が
印
象
的
で
あ
る
。
頭
に
は
、
異
様
に
丈
高
い
光
背
を
負
う

化
仏
を
正
面
飾
り
と
し
、
団
華
形
の
装
飾
と
線
描
に
よ
る
冠
繒
を
伴
う
宝
冠
を

戴
く
。
フ
リ
ー
ア
水
月
観
音
同
様
に
、
胸
が
大
き
く
張
り
、
腰
が
括
れ
て
お
り
、

肩
に
垂
髪
を
懸
け
る
。
六
臂
は
、
上
臂
で
日
月
（
右
手
に
日
、
左
手
に
月
）
を

掲
げ
、
胸
前
の
中
臂
で
紅
蓮
を
つ
ま
み
、
下
臂
は
膝
脇
に
据
え
て
、
掌
を
上
に

向
け
る
。
装
飾
は
過
多
と
も
言
え
る
程
に
、
所
狭
し
と
配
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

【
供
養
者
】

　

発
願
文
等
で
言
及
さ
れ
た

四
人
の
供
養
者
た
ち
は
、
明

ら
か
に
乾
徳
六
年（
九
六
八
）

当
時
の
敦
煌
を
支
配
し
た
曹

氏
帰
義
軍
節
度
使
の
一
族

で
あ
る
【
図
10
】。
乾
徳
六

年
（
九
六
八
）
は
第
四
代
曹

氏
帰
義
軍
節
度
使
の
曹
元
忠

の
治
世
（
在
位
：
九
四
四
～

九
七
四
年
）
に
あ
た
る
。
供

養
者
の
ひ
と
り
の
曹
延
□
は
、

三
公
の
一
つ
で
あ
る
司
空
や

節
度
使
府
の
要
職
の
行
軍
司

馬
を
帯
び
る
曹
氏
の
高
位
者
で
あ
り
、
曹
元
忠
の
兄
の
曹
元
徳
あ
る
い
は
曹
元

深
の
息
子
に
あ
た
り
、
そ
の
母
の
李
氏
は
元
徳
・
元
深
の
い
ず
れ
か
の
妻
に
あ

た
る（

（2
（

。
李
氏
は
息
子
で
あ
る
曹
延
□
の
新
婦
（
よ
め
）
の
陰
氏
の
安
産
祈
願
の

た
め
に
本
作
を
発
注
し
て
い
る
。
な
お
、
曹
延
□
の
女
（
む
す
め
）
で
あ
る
宗

花
は
、
曹
元
忠
兄
弟
の
孫
の
世
代
が
持
つ
「
宗
」
字
付
き
の
名
を
有
し
て
お
り
、

曹
氏
一
族
の
由
緒
正
し
い
令
嬢
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
「
六
臂
観
音
菩
薩
図
」【
口
絵
2
】

・
伝
来

本
画
は
、
清
末
の
官
僚
に
し
て
古
美
術
の
一
大
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
端
方

（
一
九
六
一
～
一
九
一
一
年
）
の
旧
蔵（

（2
（

で
、
山
中
商
会
を
経
て
、
一
九
二
七
年

914-935

935-939

939-944

944-974

974-976?

976?-1002

1002-1014 1014-?

①曹議金

②曹元徳

③曹元深

④曹元忠

⑤曹延恭 ⑦曹宗寿 ⑧曹賢順

⑥曹延禄

閻氏夫人

翟氏夫人

コータン公主

？
曹宗久曹延鼐

曹延晟
曹延瑞

【図10】�曹氏帰義軍節度使の系譜
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頸
に
懸
け
た
紅
白
の
帯
は
中
臂
を
経
て
手
前
に
垂
下
し
、
褐
色
の
条
帛
を
左
肩

か
ら
右
腰
に
渡
し
て
纏
い
、
黒
の
連
珠
形
の
頸
飾
の
他
に
、
黄
色
の
耳
環
、
胸

飾
、
臂
釧
、
腕
釧
、
瓔
珞
を
身
に
着
け
る
。
彩
色
は
、
肉
身
部
に
お
い
て
全
体

に
白
の
下
地
の
上
に
、
濃
淡
の
橙
に
よ
る
暈
取
り
（
暈
染
）
を
入
れ
て
立
体
感

を
つ
け
る
。
裙
や
条
帛
は
赤
褐
色
と
し
、
更
に
裙
は
、
濃
淡
に
よ
る
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
を
つ
け
、
ま
た
台
座
の
各
蓮
弁
も
上
方
の
橙
と
下
方
の
白
で
塗
り
分
け

る
が
、
い
ず
れ
も
定
型
化
し
た
表
現
で
あ
る
。
線
描
は
、
肉
身
線
や
蓮
弁
、
冠

繒
が
赤
褐
色
線
、
服
飾
が
墨
線
に
よ
っ
て
各
々
為
さ
れ
る
が
、
形
態
に
則
し
て

確
信
的
に
引
か
れ
る
前
者
に
対
し
て
、
後
者
は
ラ
フ
ス
ケ
ッ
チ
の
下
描
き
を
思

わ
せ
、
太
さ
も
一
様
で
あ
る
。

観
音
の
左
右
に
は
、
向
か
っ
て
左
に
「
善
童
子
」、
同
右
に
「
悪
童
子
」
が

傍
題
を
具
え
て
、
中
尊
に
身
体
を
向
け
て
侍
立
す
る
。
こ
れ
ら
の
彩
色
や
線
描

等
の
描
き
方
は
、
基
本
的
に
中
尊
と
同
様
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
白
い
内
衣
に
、

中
尊
の
裙
同
様
の
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
る
赤
褐
色
の
寛
袖
長
衣
、
た
っ
ぷ

り
と
し
た
裙
を
纏
い
、
両
腕
で
大
き
な
巻
物
を
抱
え
、
巻
頭
靴
を
履
き
、
頭
に

円
形
の
髻
二
つ
を
結
う
。
ま
た
、
長
衣
の
肘
辺
り
に
樹
葉
の
よ
う
な
緑
の
鋸
歯

状
の
装
飾
を
連
ね
る
。
善
童
子
が
丸
顔
、
両
手
で
合
掌
す
る
の
に
対
し
て
、
悪

童
子
は
面
長
で
、
両
手
を
上
下
互
い
違
い
に
配
す
る
。
後
者
の
両
手
の
表
現
は
、

あ
た
か
も
笏
や
巻
子
な
ど
の
持
物
を
握
る
際
の
様
子
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
図

様
を
転
用
し
て
い
く
中
で
残
っ
た
表
現
で
あ
ろ
う（

（2
（

。
ま
た
、
彼
ら
は
、
本
来
、

人
々
の
善
業
・
悪
業
を
記
録
し
、
十
王
に
報
告
す
る
役
目
を
担
う（

（2
（

た
め
、
手
に

す
る
巻
物
は
巻
子
で
あ
る
べ
き
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
布
（
反
物
）
の
よ
う
な
表

現
と
な
っ
て
お
り
、
細
部
表
現
の
形
式
化
が
見
受
け
ら
れ
る
。
本
画
の
善
悪
童

子
の
類
例
に
は
、
低
位
の
官
職
（
薗
官
）
を
有
す
米
延
徳
発
願
の
「
観
音
二
童

子
像
」（
大
英
博
物
館
所
蔵
、ch. lvii. 004

、
太
平
興
国
八
年
〈
九
八
三
〉）
が（

（2
（

あ
り
、
二
髻
を
結
い
、
大
き
な
巻
子
を
持
ち
、
ま
た
肘
辺
り
に
鋸
歯
状
の
装
飾

を
つ
け
る
こ
と
ま
で
共
通
す
る
。

一
方
、
童
子
の
上
方
、
中
尊
の
周
囲
左
右
の
僅
か
な
空
間
で
は
、
緑
青
と
絹

地
を
交
互
に
縞
状
に
配
す
る
こ
と
で
、
自
然
景
を
成
し
、
左
右
に
二
難
ず
つ
を

各
一
人
物
に
よ
っ
て
表
す
。
い
ず
れ
も
『
法
華
経
』
普
門
品
に
記
さ
れ
る
観
音

救
苦（

（2
（

に
基
づ
く
。
人
物
は
い
ず
れ
も
黒
の
幞
頭
と
茶
色
の
袍
を
身
に
着
け
合
掌

し
て
、
観
音
の
力
を
念
じ
て
お
り
、
下
腹
部
が
膨
ら
み
、
メ
リ
ハ
リ
の
な
い
身

体
、
下
膨
れ
の
顔
貌
、
固
い
筆
で
描
か
れ
た
単
純
な
作
り
の
目
鼻
と
赤
を
挿
し

た
唇
、
脚
部
の
下
が
る
幞
頭
を
特
徴
と
し
、
五
代
期
・
十
世
紀
前
半
の
要
素
を

残
す
【
図
11
】（

（2
（

。
そ
れ
ぞ
れ
に
附
さ
れ
た
傍
題
に
は
、
向
か
っ
て
左
上
「
或
在

須
弥
峯
」（
①
）、
同
左
下
「
推
落
大
火
坑
」（
②
）、
同
右
上
「
堕
落
金
剛
山
」

（
③
）、
同
右
下
「
或
漂
㵱
流
巨
海
」（
④
）
と
あ
る
。
法
華
経
の
記
述
に
沿
う

と
、
左
下
（
②
）
→
右
下
（
④
）
→
左
上
（
①
）
→
右
上
（
③
）
と
、
下
か
ら

始
ま
り
、
左
か
ら
右
へ
と
展
開
す
る
。
③
以
外
に
は
、
半
円
形
の
緩
や
か
な
山

岳
が
表
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
自
然
景
の
一
部
で
あ
り
、
各
場
面
を
区
分
す
る
標

識
と
な
っ
て
い
る
。
場
面
は
、
②
火
を
背
後
に
負
う
、
④
縁
が
鋭
角
で
臼
形
の

海
の
上
に
立
つ
、
①
円
柱
形
の
峰
か
ら
下
を
見
下
ろ
す
、
③
前
面
に
鋭
く
突
き

出
す
山
崖
の
縁
に
立
つ
様
子
を
示
す
。
い
ず
れ
も
十
世
紀
前
半
の
大
英
図
書
館

所
蔵
「
観
音
経
冊
子
」（S. 6983

）
に
見
ら
れ
る
表
現
を
よ
り
記
号
化
し
た
も

【図11】諸難救済図　六臂観音
菩薩図部分　開宝八年（975）　
ボストン美術館所蔵
Photographⓒ3/31/2024 
Museum of Fine Arts, Boston
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の
で
あ
り
、
中
で
も
須
弥
峯
の

描
写
【
図
11
】
は
、
当
冊
子
の

そ
れ
【
図
12
】
を
若
干
形
式
化

し
た
の
み
で
あ
る
。

続
い
て
、
尊
像
画
面
の
下
方

に
、
黄
色
の
界
線
を
隔
て
て
表

さ
れ
る
供
養
者
像
【
図
13
】
に

つ
い
て
み
て
い
く
。
発
願
文
を

挟
ん
で
、
向
か
っ
て
左
右
に

大
き
な
僧
形
坐
像
を
二
体
描
く

が
、
こ
の
両
者
が
発
願
者
で
あ
り
、
残
り
の
小
さ
く
表
さ
れ
る
、
左
側
の
僧
形

一
体
と
女
児
一
体
、
及
び
右
側
の
女
児
一
体
は
侍
者
の
役
割
を
担
う
。
背
景
に

は
、
棕
櫚
竹
の
よ
う
な
植
物
が
配
さ
れ
る
。
輪
郭
か
ら
は
み
出
る
彩
色
、
頬
に

明
確
な
赤
系
の
暈
染
を
入
れ
る
こ
こ
で
の
描
法
は
尊
像
部
分
と
は
異
な
る
。
輪

郭
か
ら
は
み
出
る
彩
色
は
、
庶
民
発
願
に
よ
る
白
鶴
美
術
館
「
薬
師
如
来
図
」

【
図
14
、
天
成
四
年
（
九
二
九
）】
に
も
認
め
ら
れ
る
。
僧
形
像
は
、
い
ず
れ
も

内
衣
の
上
に
、
黄
色
の
褊
衫
を
着
け
、
そ
の
上
に
更
に
、
濃
い
赤
紫
色
の
袈
裟

を
半
偏
袒
右
肩
式
に
纏
い
、
肩
や
腕
に
か
か
る
袈
裟
は
淡
い
赤
紫
色
の
裏
地
を

見
せ
る
。
ま
た
、
僧
形
像
の
う
ち
内
側
二
体
（
発
願
者
）
は
、
褊
衫
と
内
衣
の

間
の
胸
前
か
ら
絞
り
染
め
風
の
布
を
覗
か
せ
る
。
向
か
っ
て
左
側
像
は
、
格
座

間
を
刳
る
方
座
上
に
両
膝
を
つ
い
て
坐
し
、
両
手
で
柄
香
炉
を
握
っ
て
供
養
し
、

台
座
下
に
靴
を
揃
え
て
置
く
。
同
右
側
像
は
、
長
い
フ
リ
ン
ジ
の
あ
る
褥
の
上

に
両
膝
を
つ
い
て
坐
し
て
、
合
掌
し
た
両
手
先
で
紅
蓮
華
を
つ
ま
む
。
両
者
に

具
わ
る
題
記
か
ら
、
い
ず
れ
も
霊
修
寺
の
尼
僧
で
、
左
側
像
が
施
主
の「
戒
浄
」、

右
側
像
が
「
明
戒
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
フ
リ
ー
ア
水
月
観
音
図
ほ
ど
に

【図13】供養者像・発願文　六臂観音菩薩図部分　開宝八年（975）　ボストン美術館所蔵　Photographⓒ3/31/2024 Museum of Fine Arts, Boston

【図12】�諸難救済図　観音経冊子部分　大英図書館所蔵
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